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東京電力総合グランド跡地周辺整備計画
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東京都 杉並区



社会資本総合整備計画
1 東京電力総合グランド跡地周辺整備(2)（防災・安全）

平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

　　計画の成果目標（定量的指標）

１）本公園が避難場所として担う収容人員の合計をH29末までに110人増加させる。

　　定量的指標の定義及び算定式

―

１）収容人数の増加数

交付対象事業

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

A1-1 公園 一般 杉並区 直接 147
当初H24～H28の計画
であったが、今回1
年間の延伸を行った

合計 147

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

　杉並区では、「杉並区まちづくり基本方針」(平成25年8月策定）において「災害に強く安全・安心に暮らせるまち」をまちづくりの目標のひとつに掲げており、本計画地周辺を大地震時などに区民の安全・安心を支える都市防災の
要となるオープンスペースともなる「みどりの拠点」と位置づけている。本計画は首都直下型地震などの大災害に備え、平成24年度に取得した東京電力総合グランド跡地を防災機能を備えた公園として整備し、災害時における避難者
の安全性の向上を図るなど、新たな公園緑地の創出と安全安心なまちづくりに寄与するものである。また、本計画は平成24年度から進められている「東京電力総合グランド跡地周辺整備」に基づいて進められている下高井戸公園整備
の継続事業である。
　なお、本計画地東側の地下に神田川の治水対策の一環として、東京都による河川調節池の整備が予定されている。調節池の完成後（平成35年度完成予定）に計画地東側の公園整備を行なうため、本計画が全て完了するのは平成38年
度予定である。

定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 杉並区
計画の目標

交付対象

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

15,560人 15,670人

（H29当初） （H29末）

―

費用便益比 備考

Ｂ 0 百万円 Ｃ 0 百万円 Ｄ 0 百万円

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

147 百万円

費用便益比 備考
（事業箇所） （延長・面積等）

要素となる事業名 事業内容
市町村名

番号 事業者
要素となる事業名

事業内容

全体事業費

番号 事業者

（事業箇所）

杉並区 都市公園事業（下高井戸公園）
用地取得（0.03ha）、施設
整備（0.03ha）

番号 事業者

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 147 百万円 Ａ

番号 事業者
要素となる事業名

事業内容
市町村名

港湾・地区名（事業箇所）

杉並区

効果促進事業費の割合

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）



（参考様式３）参考図面
計画の名称 　東京電力総合グランド跡地周辺整備(2)（防災・安全）

計画の期間 　平成２５年度～平成２９年度（５年間） 交付対象 　杉並区

1-A-1




